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令和７年度第１回北海道学校保健審議会 議事録 

 

１ 日  時 

 令和７年（2025 年）７月 16 日（水）15 時 00 分～16 時 30 分 

 

２ 会  場 

 北海道第二水産ビル ５E会議室（札幌市中央区北３条西７丁目） 

 

３ 資  料 

 審議会資料１－１ 学校保健及び学校安全表彰要項【非公開】 

 審議会資料１－２ 令和７年度学校保健及び学校安全表彰推薦候補者（案）【非公開】 

 審議会資料２   学校における熱中症対策の徹底について 

 

４ 出 席 者 

○北海道学校保健審議会委員（五十音順） 

大西委員、小川委員、小野委員、金山委員、鈴木（伸）委員、鈴木（美）委員、須藤委員、田中委員、谷渕委員、 

星野委員、松家委員、山田委員、板垣委員、小板橋委員 

●事務局 

山城指導担当局長、国安健康・体育課長、佐藤課長補佐、瀬越課長補佐、中野課長補佐、村上係長、篠原係長、 

峰主任、小西指導主事 

 

５ 内  容 

（１）開会 

●佐藤課長補佐 

令和７年度第１回北海道学校保健審議会を開催します。開会に当たりまして、北海道教育庁 ICT 教育推進局長（兼）

学校教育局指導担当局長 山城 宏一より御挨拶申し上げます。 

 

●山城指導担当局長 

 北海道学校保健審議会の開会に当たりまして、御挨拶を申し上げます。委員の皆様におかれましては、それぞれのお

立場から、本道における学校保健並びに学校給食の充実・発展に日頃より御尽力をいただいておりますことに、厚く御

礼申し上げます。また、本日は大変お忙しい中、本審議会に御出席くださいましたことに、心から感謝申し上げます。 

 さて、厚生労働省では、近年の気候変動の影響により夏期の気温が高い日が続く中、職場における熱中症による労働

災害は、ここ数年増加傾向にあるとして、本年６月１日に労働安全衛生規則を改正し、職場における熱中症対策を強化

いたしました。 

 また、道教委では本年の４月以降、各市町村教育委員会や道立学校に対し、暑さ指数に基づく活動実施の適切な判断

や児童生徒の体調把握など、学校における熱中症対策の徹底を図るよう求めてきたところです。 

 札幌管区気象台が発表した今年の６月から８月までの気温は、例年よりも高くなる見込みであるとされており、ま

た、先週には道内の一部地域に今年初めて熱中症警戒アラートが発表され、下校時間の繰上げなどの措置を講じた学校

があったところであり、引き続き各学校において、熱中症対策に万全を期していく必要があります。 

 本日は「学校保健における文部科学大臣表彰候補者の推薦」について審議いただくほか、学校における熱中症対策に

ついても議題とさせていただき、御意見を伺うこととしております。 

 委員の皆様方におかれましては、それぞれのお立場から忌憚のない御意見をいただきますようお願い申し上げ、開会

に当たっての挨拶とさせていただきます。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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●佐藤課長補佐 

 会議に先立ちまして、２点御報告させていただきます。 

 本日は 15 名の委員に対し、14 名の委員が出席しており、過半数を超えておりますので、北海道学校保健審議会規則 

第１条第２項により会議が成立していることを御報告します。 

 また、本審議会は「北海道情報公開条例」第 26 条の規定により、「原則公開」となっておりますが、本日の協議事項

のうち文部科学大臣表彰につきましては、個人情報が含まれるなどの理由から「非公開」として取り扱うこととしてお

ります。 

 

＜委員等紹介＞ 

  最初に会長・副会長を紹介、次に委員を会場にお越しの方、Zoom での参加の方の順に出席名簿に沿って紹介、最後  

に事務局を役職順に紹介 

 

本日は皆様、どうぞよろしくお願いいたします。それでは、この後の進行を松家会長にお願いいたします。 

 

○松家会長 

委員の皆様、本日はご苦労様です。一言御挨拶申し上げます。 

本日は、何かと御多忙の中、御出席をいただき誠にありがとうございます。今回は、本年度第１回目の審議会となり、

初めて出席される方もおられますが、よろしくお願いいたします。 

本日の審議会の議題は２点です。一つ目は「学校保健における文部科学大臣表彰の推薦候補者」の審議でございます。

二つ目は「学校における熱中症対策の徹底」について審議していただきます。 

今年は例年よりも暑い日が続いていますが、学校における熱中症対策について事務局から報告した後、皆様から御意

見等をお伺いします。 

本日は、皆様方の御協力をいただきながら協議を進めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（３）協議 「学校保健」文部科学大臣表彰について【非公開】 

 

（４）報告 学校における熱中症対策の徹底について 

○松家会長 

次の議事に移ります。次第の４、報告事項「学校における熱中症対策の徹底」について、事務局から説明をお願いい

たします。 

 

●瀬越課長補佐 

改めまして課長補佐の瀬越です。よろしくお願いいたします。私からは、学校における熱中症対策の徹底に関わりまして、説明

をさせていただきます。 

お手元の審議会資料２を御覧ください。熱中症対策につきましては、昨年度もこの場で御報告させていただき、委員の方々から

御意見をいただいたところですが、今年度につきましても、暑くなると早い段階から予報されていたこともあり、引き続き道教委

としては喫緊の課題と受け止めているところでございます。本日は、市町村教育委員会及び学校に周知させていただきました事務

連絡の文書を基に説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。２年連続とはなりますが、御出席の委員におかれま

しては、それぞれのお立場から御意見をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは早速ですが、審議会資料２の３ページ、資料１を御覧ください。本年６月末現在の児童生徒の熱中症及びその疑いによ

る救急搬送事案の発生状況等についてです。１の救急搬送事案件数を御覧いただきたいと思いますが、今年度、４月から６月まで

の間に計16件、熱中症事案、救急搬送事案が発生しております。昨年度は７月から９月までの間で21件という状況でしたので、

本年度は早い段階から救急搬送事案が発生しているということが分かります。 
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続きまして５ページ、資料２を御覧ください。16件の状況をまとめさせていただいております。左側にあります「校種」を御

覧いただくと、小学生３名、中学生９名、高校生４名、合計16名となっております。また、実施した内容につきましては、体育

授業が最も多い状況となっておりまして、特に授業の内容でいきますと、体つくり運動というところと、陸上競技というところで

多く発生している状況でございます。また、WBGT値という欄でございますが、こちらを御覧いただくと、16番、６月29日に起き

た27.4、また、８番にあります26.8という形で、暑い状況もありましたが、中にはWBGT値があまり高くない状況でも発生してい

る状況でございます。こうした６月までの状況と７月以降の暑くなる状況を踏まえまして、資料の事務連絡を発出させていただき

ました。 

１ページ目の文章を御覧ください。特に太字下線で示させていただきましたが、先程お話しさせていただいた暑さ指数があまり

高くならない状況でも熱中症が起きているという状況を踏まえまして、活動前の体調把握を行わず、風邪気味や睡眠不足、既往症

など、熱中症に陥りやすい状況を考慮した対応ができていなかったことが要因であると、道教委では考えているところでございま

す。また、７月は更に暑くなることが予想されます。休業明け、夏休み明けの時期は、児童生徒の体が暑さや学校行事など様々な

活動に慣れていないこともあることから、記書きになりますが大きく２点に分けて市町村教育委員会、学校にお伝えさせていただ

いているところです。 

１点目につきましては、環境整備及び活動実施に関する判断についてです。暑さ指数31℃以上では、体育活動や部活動を原則

中止することはもとより、暑さ指数28から30の場合においても、激しい運動や持久走など体温が上昇しやすい運動を避け、休憩

を取り水分・塩分の補給を行う必要があるとともに、暑さに弱い児童生徒につきましては、運動を軽減又は中止をするという方針

が、日本スポーツ協会から示されているところでございます。こうしたことから、暑さ指数を踏まえまして、当初の活動内容を代

替の内容に変更する、運動の回数や強度を減らす、活動場所を変更するなど、環境により活動内容等を対応していただきたい。ま

た、個に応じた指導、声かけを適切に行っていただきたいことをお願いしております。２ページになりますが、その他にも運動を

行った後のクールダウンや、一次救命処置や救急要請を行う体制の整備、夏季休業中の部活動等における救急搬送時の情報共有の

体制の確認などについてお願いをしているところです。 

２点目といたしまして、児童生徒への熱中症に関する指導につきましては５点、特にお願いをしているところです。運動する前

後も含めた適切な水分補給や休憩について、また、児童生徒自身もよく体調を確認して、ためらうことなく不調を感じる場合には

教職員に申し出るよう指導すること、また、児童生徒同士でも声かけを行うことや、休業日明けについては熱中症のリスクが高い

ことを伝える、運動後の十分なクールダウンなどにより、体調を整えた上でその後の活動を行い、下校時においても体調を整えた

上で下校し、下校が困難だと感じた場合は、教職員に申し出ることを指導することを学校、教育委員会にお願いしているところで

ございます。 

本事務連絡につきましての説明は、私からは以上です。どうぞ御意見の方をよろしくお願いいたします。 

 

○松家会長 

本件については、昨年度の会議においても議論してきたところです。暑さが本格化する時期を迎えまして、大変重要

な議題だと考えております。ただ今の説明について、御意見、御質問、身近なところで取り組まれている状況、暑さ対

策の情報提供などでも構いませんので、お一人ずつ、出席者名簿の上から順に御発言をお願いしたいと思います。 

 

○大西委員 

熱中症に対する我々からの観点の注意事項というのは、以前にも申し上げたところだと思うのですけれども、やはり

水分補給ですとか、ここに示されているとおり、頻繁に行わなければならないということで、どうしてもお子さんの場

合は、糖分が入っている、含んだものを結構多く取られると思うのです。その間やはり口の中に、糖分がずっとたまっ

ている、あるいは付着している状態がずっと続くので、今までよりも、例えば、夜寝る前は必ず歯磨きをしてもらうと

か、きめの細かい対応をしようと思っております。以上です。 

 

○小川委員 

栄養教諭のできることとしましては、ご飯の中で塩分、水分を摂ってくるようにということで、自分としてはランチ

給食の小学校に勤めておりますので、子どもたちには直接、指導しているところであります。資料にありますように、

環境整備、活動実施に対する判断についてと、熱中症に関する指導についての内容で進めていくのが適切と感じており
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ます。以上です。 

 

○小野委員 

 道教委の通知や市教委の熱中症対策ガイドラインを踏まえて、熱中症防止、事故防止について、様々な取組を学校で

は行っております。その一端、３点御紹介させていただきます。 

 まず一つ目は、学校としての熱中症対策に係る方針と具体的対応の明確化になります。具体的には令和 5年に学校の

危機管理マニュアルを見直して、熱中症予防やその対応、指導について改訂を行いました。危機管理マニュアルには、

熱中症の緊急搬送、緊急処置に係るフローチャートを位置付け、職員室や体育館、廊下に掲示するなどして、全教職員

が迷うことなく迅速に対応できる体制をとっております。 

 二つ目としましては、教職員の危機管理意識の高揚と保護者への啓発の徹底です。年度当初の４月の職員会議で、校

内の熱中症対策の取組や指導について共通理解を図り、５月上旬には保護者宛に周知文書を発出、６月、７月には、養

護教諭が作成する保健だよりにおいて、熱中症予防に対する対応や本校における暑さ指数、気温を基準とした運動実施

の有無や配慮に係る数値を示しております。とりわけ本年度については、スポーツ協会や日本生気象学会が示している

数値の基準を更に下げて、暑さ指数 27℃、気温 30℃以上を校内としては厳重警戒、暑さ指数 28℃以上、気温 31℃以上

からは原則中止とする危険な状態という形での設定をし、校内でもこのような数値を廊下、教室、体育館等に掲示し、

指数を見たら迷うことなく判断できるようにしております。また、プール学習についても、日本水泳連盟が示している

基準に従って、気温や暑さ指数だけではなくて、水温と気温の合算値が 65℃以上のときは全てプール学習を中止とする

上限温度を設定しております。 

 三つ目としましては、危機管理の OODA ループを機能させた熱中症対策の推進です。本校では、気象庁等が発表する予

報値だけではなくて、２階や３階の廊下、保健室、体育館、グラウンド、プール等に、熱中症指数計を設置して、更に

その記録化を図っております。さらに、持ち歩き用の熱中症指数計を準備して、各活動場所、教室、図工室、色々な場

所を計測した実測値に沿って、運動実施の有無や子どもたちの体調管理の把握等の判断をするように指示しておりま

す。また、教職員間の情報共有を図るために、教師用の指導用端末を用いて、校内クラウドにおけるチャット機能を活

用して、迅速に連絡、指示、指導、対応ができるような共通化を図っております。 

 最後に、明日以降、気温・熱中症指数が、かなり高くなる予報が発表されております。本校ではまだエアコンを設置

していないので、ここ数日、２階、３階の教室における熱中症指数がかなり高く危険な状況になっております。運動で

はないのですが、子どもたちの安全・安心を確保するという観点から、本日、明日、明後日の日課を繰り上げて、朝読

書も中止して、１時間目の授業開始時刻を早めるなどの措置を今朝とってきたところです。今後も、こどもまんなかの

理念に基づいて、安全・安心な環境の保持・徹底を図りながら、子どもたちが主役・主語となる教育活動を推進してい

きたいと考えております。以上です。 

 

○金山委員 

 小樽市教委の金山と申します。よろしくお願いします。私の方からは、北海道学校給食研究協議会ということになっ

ておりますが、協議会の方から具体的に何か申し上げることは特段ございませんので、小樽市教育委員会としていくつ

か話します。我々の方としましては、毎年この時期になりましたら校長会を通じて、道教委の通知に関しての徹底であ

るとか、各学校間で情報齟齬がないように共通認識を持っていただくために、いくつか注意点等を申し上げて、各学校

に対応していただいているところです。 

一番大きな所としてはやはり暑さ指数の 31℃以上の場合、体育活動や部活動を原則中止ということについての徹底の

ほか、体調チェック表や他の各チェックリストなどの項目を活かして客観的に状況を把握しながら事故のないように適

切にやっていただくというところを、毎年共通認識として徹底しているところです。各学校の個別についてはちょっと

手元に資料はありませんけれども、学校の中では、職員室の共通のディスプレイに大きく指数を表示するようにして共

通で先生方が確認しているであるとか、小樽市の場合は昨年度中、一学期中に全ての学校に普通教室にエアコンを付け

させていただいておりますが、実際にやってみたところ、体調不良で保健室を訪れる子どもたちが激減しているという

効果を見ているところの一方で、各教室の中でも温度差ができるだとか、学校の構造上、オープン教室の所であれば、

教室毎に個別に冷えづらいといったところがありまして、そういったところについては現場にいる先生方がそれぞれ判
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断して、送風機を併用するなど適宜個別に対応していくというようなところが最近見られてきているので、ただエアコ

ン付けただけでいいのかというと、そうでもないといったところが見えてきています。こちらからは以上となります。 

 

○鈴木（伸）委員 

 北海道学校保健会、理事という立場で参加させていただいております、私今回初めて、北海道学校保健会の理事に就

任いたしまして、この北海道学校保健審議会にも初参加ということでございますが、本日、熱中症のお話を伺いまし

て、教育現場の意識の高さに感心させていただいたところでございます。 

事務連絡の資料の２にございました７月４日付けの事務連絡も拝見していたところでございますが、２ページ目、

「熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、速やかに体を冷却できるよう備えるとともに、ためらうことなく」、

このためらうことなくというのが、私たち医療現場としても考えているところで、一時救命処置、AED の使用を含むや

救急要請を行ったりできる体制を整備すること、こちらを是非徹底していただきたいのと、もう一つ、その下の段、

「夏期休業中の部活動等について、改めて全教職員で」私はこの全教職員での徹底というのがとても大事だと思ってい

ましたので、このような文言が各学校に徹底されることに、本当に医療人としても期待しているところでございます。

引き続き熱中症に対する教育現場の徹底をお願い申し上げて、私の方からは以上です。 

 

○鈴木（美）委員 

 私は中学校の保健室に勤めております。熱中症の件については、毎日本当にヒヤヒヤしながら過ごしているところで

す。気温と熱中症指数を見ながら全校教職員で、まず５月に対応について共通理解を図ります。６月には子どもたち全

体に向けて、涼しい服装で過ごそうとか、熱中症はこういう症状だよという学習、全体指導を行います。先程の資料に

もありましたように、昨年より本当に暑くなるのが早いなと感じております。今、現場として迷いがある部分としまし

ては、熱中症指数が 31℃の場合は原則中止、それは明らかに判断できるのですけれども、28 から 30 の厳重警戒、そこ

がちょっと難しいと言いますか、28 って活動場所によっては結構すぐなるのですね。それで、そのときの運動量やその

子の体調にも左右されると感じています。28℃から 30℃の厳重警戒でどう判断するかというのが、ちょっと難しいねと

いう声が今、挙がっています。 

中学校は土日の部活動があります。やはり土日は人も少ないので、顧問の判断が重要になってくるのですね。顧問が

その数値を見ながらどう判断して、どこで中止を決めるのか、という辺りがとても難しいと感じているところです。あ

と、学校では夏期休業中も人員が少なくて対応が迅速にできない場合もあることや、土日の暑さが心配されるときの教

職員への周知も行っております。午後の部活動後というのも結構心配されています。午後も暑さがありますので、部活

動を行った下校時に体調不良を起こす子がいます。そういう場合は、一人で帰すことをしないで必ず保護者に連絡をし

てお迎えに来ていただくという対応をしているところです。以上です。 

 

○須藤委員 

 高等学校です。この２、３年を含めて暑さ対策に関しては先生方、生徒も含めて、対策というものに対する意識は高

まっていると思います。でも実際どうなってきたかといったとき、本当に何か起こったときの対応というのは、まだま

だ毎回注意していかなければならないことだと思っております。現在、学校で言えば各学校で行っているのは、制服が

暑いということで、ジャージ登校をほとんどの学校で行っている状況です。後は各クラスに簡易エアコン２つが付いて

いるという状況で、正直言って意味ないです。目の前が涼しいということで、それにプラス大型扇風機や送風機を入れ

たりしながらの状況ですが、クラスの状況というのは、やはりこれから過酷になってくる状況は予想されるかなと思っ

ております。 

 毎朝うちの学校でも暑さ指数のことは必ず伝えて、各顧問や担任の先生あるいは授業に行った先生などの判断を仰ぐ

ような形で進めております。その際に、事故が起こったときあるいは何か起こったときの指示体制というものをしっか

りしていかなければいけないということで、今は管理職を中心に連絡を取り合いながら、マニュアルを徹底していくと

いうことを進めているのですが、今心配なのはやはり夏休みですね。夏休みは顧問独自の判断というものを求められて

きますし、ちょっと目の届かないところも出てきますので、夏休み中のマニュアルというものを改めて夏休みに入る前

に校務や授業担当、講習担当の先生方にも徹底していきたいと思います。後は生徒自身が保健だよりなどで啓発という
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ことで進めていくことが必要だと思っております。以上です。 

 

○田中委員 

 私の方からは学校薬剤師の立場からお話しさせていただきたいと思います。札幌の市立学校はプールの水質検査を学

校薬剤師が行っております。例年６月から９月までの期間、一月一回くらいのペースで検査をしているのが例年ですけ

れども、そうすると大体３回から４回検査を行っているということですけれども、昨年から熱中症の観点からか、学校

側の判断で、７月くらいで水泳プールが終わるというような状況が多く出てきていまして、２回の検査で終わるという

学校が増えてきております。北海道の学校は御存じのようにビニールハウスのようなプールでやっておりますので、今

後、水温や気温など、先程先生がおっしゃたようなそこら辺の調査をして検討していきたいと思っております。 

それから学校薬剤師は昨年も申し上げたのですけれども、教室の環境検査を行っております。これからエアコンが設

置されるということで、エアコンは設置しますと夏場でも閉め切った状態が増えてくると思いますので、冬場と同じよ

うに二酸化炭素、換気の問題が重要なことになってきます。二酸化炭素の測定を行っていかなければならないというこ

とと、冷房機の吸排気の関係で、不均一な気流が発生するというようなこともあって、これが不快な気流となることも

あるというのを本州の方では聞いておりますので、そこら辺も今後配慮をして検査していかなければいけないというこ

とで、学校薬剤師会の方で気流計を何台か購入して、それから微量な気流も目で見て分かるようなミストジェネレータ

ーというものを使って、調査をしていきたいと今後思っております。以上です。 

 

○谷渕委員 

 全道的にエアコンのある学校はまだ全体的には少なくスポットクーラーですとか、どちらもない学校も多くありまし

て、どちらもないという学校については扇風機ですとか、今までだと小型ファンとか、団扇とかというのは、学校にと

っては不要物だったものが許可を得まして、自由に使ってもいいとか学校に持ってきてもいいよというのが、割と許可

の範囲が広がっていると感じております。やはりスポットクーラーに関しましては、教室内でもかなり暑さや涼しさに

片寄があるように子どもたちからの声もありまして、私は長沼なのですが、長沼小学校、中学校どちらもスポットクー

ラーの対応となっておりますので、エアコンが設置されているのは、保健室とコンピュータ教室のみということで、そ

こから涼しい風を送り込むという、ちょっと人力をしていまして、そういった送風を行っている中で子どもたちは、先

生が一生懸命やっていただいているということに関しては感謝もしていて、親も感謝しているのですが、先生がその

分、職員室が非常に劣悪な環境でして、子どもたちの教室の扇風機が壊れたから職員室の３台を持って行く、そうする

と職員室のないものは先生が使っているものを持ってきているとか、何となく先生が大変な思いをしているなというの

が、感じているところです。 

 あと、コロナ禍から始まっているのですが、水道からちょっと飲み物を飲めないというか、蛇口から飲めない子たち

が増えていまして、水筒がないともう水分とれないというような子どもたちが多くなってきているなというのは感じて

います。水だけじゃなくて麦茶でもいいよというふうに、飲み物の範囲も広げたりもしているのですけれど、それを飲

み終わったら終わりというような感覚の子どもたちが多いので、もう少し家庭でも蛇口からでもいいよとは言っている

のですけれども、何となくこの水分が終わりと思っている子どもたちが多いのではないかなと感じております。私から

は以上です。 

 

○星野委員 

 特別支援学校の状況ですが、道教委の協力の下、環境整備ということで学校の教室のクーラー設置の方を優先的に進

めていただいております。全道的にも付いていないところについては簡易クーラーを入れていただいておりますので、

そういった環境をまず整えるということをさせていただいていることなどから、他の学校から比べると非常に良い環境

を作っていただいていることに感謝申し上げます。昨今、私どもの学校は肢体不自由と病弱、入院しているお子さんた

ちもおりまして、自分で体温調節ができないお子さん、それから温度変化に非常に弱いお子さんたちを抱えている学校

もあることから、そういった所は簡易クーラーを入れていただき、本人が脱ぎ着できませんので、大人の方で体温調節

ということをきちっとするような個人のマニュアルができて対応しております。従いまして、学校全体としての暑さ指

数に則って体育活動するかどうかというような判断の基準、それから部活動をしても良いかどうかという基準は他の学
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校と同じように危機管理マニュアルを昨年度までに完全に対応させていただいて改善しているところであります。具体

的には外での活動ですとか体育館での活動になったときには、クーラーがない学校がほとんどありますので、そういっ

た場合についてはどのような形で実施をしていくのか、というところは個々の体力ですとかそれぞれ障害種によって対

応がまちまちです。知的障害のような体力があるお子さんについては、扇風機を使いながら、クーラーのある教室に一

時避難するなどして体温調節をしながら実施することができますけれども、体温調節ができない肢体不自由ですとか病

弱のお子さんたちのところについても、これからは体育館の教育活動を保証していく上では、体育館にクーラーを付け

るというような動きもしていただいております。避難所として活用している場所については、本校もそうなのですが、

体育館にクーラーをつけるという工事をしていただく学校もありますのでそういったところが広がっていただければ良

いかと思っております。以上です。 

 

○山田副会長 

 北海道教育大学の山田です。学校現場で様々な対策・努力をされているということがよく分かりました。研究者の立

場から一点だけ加えると良いかなと思ったのが、先程の星野先生の話にもちょっとあったのですけれど、クールスポッ

トの確保です。先程の対策のなかで 10 分から 20 分置きに休憩をとって、水分・塩分を補給とありましたけれど、これ

を涼しい場所で行う、これが熱中症を予防するのにすごく重要かと思います。また同じくクールスポットで、健康観察

も行っていただければ、なおいいかなと思います。子どもたち本人は、運動を続けたいので大丈夫って言うかもしれな

いのですけれども、子どもの顔色ですとか様子ですとか、よく観察していただいて、健康観察を続けていただければと

思います。気象状況は悪化しているのですけれども、子どもの命を守るために、引き続きそれぞれの立場から、対応・

努力をしていきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○板垣委員 

 私からも学校における熱中症対策の徹底ということで、砂川市の現状をお話しさせていただきたいと思いますけれど

も、学校現場においては当然、児童生徒の安全、それから健康を最優先に考えて熱中症予防を強化していかなければな

らないと認識をいたしております。今年は特に暑くなる時期が早かったですし、また、暑い日が続くという状況ですの

で、その辺、危機感を持った対応ということで考えております。 

学校における暑さ対策のハード面の部分ですが、こちらにつきましては国において平成 30 年度ですけれども補正予算

で冷房設備対応特例交付金というのが設けられましたので、この交付金を活用して最終的に工事等も含めて稼働したの

は令和２年の夏からですけれども、当時、市内小学校、中学校、７校ですけれど、そちらの普通教室と特別支援教室そ

れからコンピュータ室及び保健室、一部の特別教室に固定型、大型天井型と窓枠のエアコンを設置しております。熱中

症対策としてハード面では子どもたちの教育環境といったところについては、一定程度整備を終えているといった状況

でありますが、先程、委員の皆様からもお話があったとおり、体育館、それから校長室、職員室、こちらの方には固定

型のエアコンが設置されていないものですから、扇風機、冷風機、サーキュレーターといったものでの対応となってい

くということで、この辺については正直、劣悪な環境があるなあというところです。 

 ソフト面の方ですけれど、予防対策、熱中症警戒対応につきましては、それぞれ通知やマニュアルに基づいた対応を

していただいております。各学校においては暑さ指数計を用いて定期的に暑さ指数を計測して、運動、部活動実施の判

断を行っていただいておりますけれども、暑さ指数が 31℃を超えていない場合でも、教室での座学、保健の授業に変更

ですとか、気温の下がるような時間帯で授業を組み替えるというような対応を各学校で心がけていただいているところ

です。また、教職員の皆さん一人一人が熱中症予防の知識、対応方法について充分に理解しておくことも必要でありま

すので、今は養護教諭を講師として職員研修を実施しております。また、保健だよりや学校と保護者をつなぐアプリ等

を活用して保健だよりを発行したりしながら、児童生徒、保護者への情報提供、それから熱中症予防の啓発といったも

のに使っております。この辺につきましては、引き続き小中学校全体で協力して熱中症対策の徹底と、啓発活動の推進

といったものについては、これから本番の時期ですのでより尽力していきたいと考えております。以上です。 

 

○小板橋委員 

 せたな町の小板橋です。私の方からはせたな町の小中学校における熱中症対応状況についてお話ししたいと思うので
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すけれど、まず施設、ハードの方から言いますと、去年の暑くなる前、６月中くらいから、エアコン試運転というふう

になりまして、全小中学校６校に普通教室、特別支援教室、特別教室の一部と、校長室、職員室、保健室にエアコンが

付いています。春の先生方の異動で分かったのですけれども、うちの学校のエアコンは業務用らしく、聞くところによ

ると、今回異動してきた先生の学校では、家庭用のエアコンが各教室２台なんて言っていたのですけれど、うちはおか

げさまで業務用エアコンがついているというところで、良かったなと思っているのですけれど、去年の会議でも言った

のですけれど、エアコンの使い方は、去年はまだ学校ではよく使いこなせていなくて、寒い暑いという生徒がいるもの

だから、なかなか遠慮しているという話を聞いたのですけれど、その話をここでしましたら、松家会長の方から教室は

涼しくしておいて、寒い子が上着を着るというような形が良いよと聞きまして、帰ってきてそのような対応をさせても

らいました。あと、水分補給につきましては、各自、水筒を持ち込みしまして、先週も学校に行ってきたのですけれ

ど、普通に机の上に水筒が置いてあるというような風景でした。あと服装ですね、中学校で言えば制服があるのですけ

れども、柔軟に軽装でいいよというような、保護者の方にも周知しまして柔軟な対応をしています。そんな感じです。 

 

○松家会長 

 私もお話を聞いていたのですけれど、資料２になりますけれど、活動前の体調把握と書いてあるんですけれど、睡眠

不足は親御さんでないと分かりません。今スマホや何かも使いますので、親御さんとの連携が特に重要になると思って

います。 

学校現場の先生にお願いしたいのは、迷ったときは直ちに処置という風に考えた方が良いのではないかと思います。

マニュアルも大切なのですけれど、実際に発生したという仮定で、実際の訓練を是非していただきたいと思っておりま

す。職員の方の職場環境に関しましては北海道教育庁さんにお願いしなければ駄目かなというふうに思います。エアコ

ン使いますと密閉されますので、感染症、集団感染出やすくなります。夏場は特にインフルエンザがありますので、そ

の辺を、気を付けていただきたいなと思います。 

委員の皆さんの御意見、報告、情報を参考にして生徒たちの健康を守っていただければよろしいです。 

今日はありがとうございます。ご意見ありがとうございます。 

 

（５）その他 

○松家会長 

次の議事に入ります。次第の５「その他」です。 

 今後の学校保健の充実に向けて、感染症の流行や各団体の取組のＰＲなど、この機会に情報共有しておきたい事項

や、本日の会議全体を通してでも構わないです。何かございますか。Zoom で参加の皆様も何かございますか。よろしい

でしょうか。 

  ＜発言なし＞ 

それでは本日の議題については全て終了しましたので、進行を事務局へお返しします。 

 

（６）閉会 

●佐藤課長補佐 

松家会長、議事進行どうもありがとうございました。それでは閉会に当たりまして、山城 宏一よりご挨拶申し上げ

ます。 

 

●山城指導担当局長 

本会の閉会に当たりまして、御挨拶を申し上げます。本日は限られた時間ではありましたが、委員の皆様には、幅広

い観点から御審議をいただき、本日の議事を終了することができましたことに、感謝を申し上げます。 

議事の中にもありました熱中症対策についてでありますが、この３年間を見通したときに、各委員からもありました

とおり本当に学校の先生方、全教職員の方々の意識が大きく変わったと感じております。今年度既に 16 件の救急搬送が

出ておりますが、すべて軽度の状態です。重篤な案件というのは一つもありません。関わる全ての方々がちょっとでも

心配だったらすぐ救急搬送をしよう、熱中症は命に関わる問題だということが、一人一人に浸透していった結果なのか
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なと思っております。この後は今日の議題でもありました、土日の学校における部活動の顧問の方一人一人の対応の仕

方であるとかいった部分の、それぞれの担当の部署から意見を聞きながら、先生方一人一人が子どもたちの命を守ると

いう観点で、熱中症対策を引き続き行っていきたいと思っております。 

また、先程小野委員からもありましたとおり、学校の方でもルールをどんどん変えていっています。柔軟な対応、例

えば授業中、水分補給は駄目などと言っていた昔の学校は、今はもちろん自由に水分補給して良いですし、学校の登下

校は制服に限ると言っていた十数年前から比べると、暑さに応じた服装の切り替えであるとか、また、例えば高校では

生徒自身がドアの開けっぱなしはやめようとお互いに声をかけて、空き時間こそ涼しい空気を入れるためにドアは全部

密閉しようとか声かけをしているなんて声も聞きました。私どももそういった事例をしっかりと学校の方から聞き取り

ながら、良い事例は全道にという啓発を進めていきたいと思っております。委員の皆様におかれましては、今後とも道

教委の施策に対し御理解と御協力を賜りますようお願いを申し上げ、閉会の挨拶とさせていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

●佐藤課長補佐 

以上をもちまして、令和７年度第１回北海道学校保健審議会を終了します。 

なお、第２回の開催につきましては、例年でいきますと、令和８年２月頃を予定しております。開催が近くなりまし

たら、委員の皆様に日程などにつきましてご相談させていただきますので、よろしくお願いします。 

 本日はお忙しい中どうもありがとうございました。 


